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体
力
づ
く
り
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
体
育
教
室
の
開
講

　
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
に
適
し
た

運
動
を
規
則
正
し
く
行
な
い
、
毎
日

を
健
康
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
市
教
委
で
は
、
と
か
く
運
動
不
足

が
ち
に
な
る
婦
人
を
対
象
に
、
五
月

か
ら
婦
人
体
育
教
室
を
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
ご
婦

人
な
ら
ど
な
た
で
承
、
結
構
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
実
施
種
目

　
バ
レ
ー
’
ホ
ー
ル
、
　
パ
ド
、
「
・
ン
ト
ソ

体
操
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
会
場
と
期
日

　
市
民
体
育
館
　
毎
週
水
曜
昼
夜
各

　
　
一
回裏
駕
嚢

　
　
○
魚

ジ
　
　
　
魚
は
肉
－
〔
同
じ
く
大
事
な

　
　
勺
ン
パ
ク
源
で
す
。
目
に
し

e
　
　
ご
り
の
な
い
、
皮
に
ツ
ヤ
の

　
　
あ
る
新
鮮
な
も
の
を
選
げ
よ

　
　
し
ょ
う
。

館
灘
轟

裟
灸
薦
嚇

　
中
条
小
学
校
　
毎
週
火
曜
夜
一
回

　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
金
曜
夜
一
回

　
川
治
小
学
校
　
毎
週
木
曜
夜
一
回

　
い
ず
れ
も
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
三
十
分
（
昼
の
部
は
午
前
九
時

三
十
分
ー
十
一
時
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委
社
会

教
育
課
（
奮
七
！
三
一
一
一
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ

　
ン
ヶ
に
ご
参
加
を

　
〃
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ

く
り
に
”
こ
と
し
も
お
は
よ
う
サ
イ

ク
リ
γ
グ
を
つ
ぎ
の
と
お
り
計
、
画
し

ま
し
た
。

　
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く

り
の
で
き
る
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
お
申
し
込
み
は
、
市
教
委
社
会
教

育
課
（
奮
七
－
三
一
一
一
番
）
へ
。

　
期
問

　
六
月
～
八
月
ま
で
の
毎
週
火
木
土

5
月
の
休
日
救
急
医

12

日
大
島
医
院
順
瞭
則

　
　
　
　
　
曾
2
1
2
9
5
7
番

19

日
十
日
町
病
院
高
田
製
南

　
　
　
　
　
曾
2
1
3
1
6
1
番

26

日
中
条
病
院
死
原

　
　
　
　
　
魯
7
－
3
0
1
8
番

曜
日
。
い
ず
れ
も
午
前
五
時
三
十
分

市
役
所
前
を
出
発
し
ま
す
。

毎
月
一
日
～
五
日

に
受
付
け

　
　
　
　
公
営
住
宅
入
居
補
欠
者

　
公
営
住
宅
（
市
営
・
県
営
）
の
入

居
補
欠
者
の
募
集
は
毎
月
一
日
～
五

日
を
受
付
期
間
と
定
め
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
期
間
内
に
市
社
会
福
祉

事
務
所
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
（
申
込
書
の
有
効
期
間
は
一
力

年
）　
入
居
時
期
は
、
現
在
の
入
居
者
が

立
退
い
た
後
の
入
居
と
な
り
ま
す
。

　
入
居
資
格

　
一
、
市
内
に
住
所
（
勤
務
先
）
が

あ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
者

　
二
、
現
に
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と

　
三
、
過
去
一
ヵ
年
の
総
収
入
を
所

得
税
法
の
例
に
準
じ
て
算
出
し
た
所

得
金
額
を
稔
で
除
し
た
額
の
合
計
か

ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
一
万
円
を

控
除
し
た
額
が
、
五
万
八
千
円
以
下

（
第
二
種
三
万
円
以
下
、
第
一
種
三

万
円
～
五
万
八
千
円
）
で
あ
る
こ

と
。　
新
潟
県
美
術
展
覧
会

　
作
品
を
募
集

　
五
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
十
八
日

ま
で
新
潟
、
村
上
、
上
越
’
三
条
、

長
岡
市
及
ぴ
佐
和
田
町
を
会
場
に
開

か
れ
る
第
二
十
九
回
新
潟
県
美
術
展

覧
会
の
出
品
作
品
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。
照
会
等
は
返
信

切
手
を
添
え
、
新
潟
日
報
事
業
部

（
新
潟
市
東
中
通
一
）
へ
。

　
搬
入
受
付

五
月
十
八
日
・
十
九
日
の
午
前
九
時

半
か
ら
午
後
四
時
新
潟
県
美
術
博
物

館
で
受
付
。

　
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真

　
出
品
手
数
料
　
一
点
千
五
百
円
、

一
点
増
す
ご
と
に
千
円
。
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鷲鞭馨誓
癬等等
からゴーゴーキ五一ちゃんが
ら
す
十

　
ま
月
し
者

今
場
作
ん

　
登

　
　
し
尿
汲
取
り
料

　
　
金
を
改
定

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

は
、
し
尿
の
汲
取
り
料
金
改
定
に
っ

い
て
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
＋
澱
当
り
二
十
四
円
に
改
定
し

ま
し
た
。
　
い
ま
ま
で
汲
取
り
料
金

は
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
十
八
甜
当

り
三
十
二
円
で
し
た
が
、
最
近
の
諸

物
価
、
人
件
費
、
車
の
修
理
費
等
の

値
上
り
か
ら
や
む
を
得
ず
改
定
し
た

も
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
し
尿
以
外
の
雑
物
は
、
便
槽
内
に

投
入
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
学
卒
求
人
受
付
け
開
始

　
公
共
職
業
安
定
所
は
昭
和
五
十
年

三
月
新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
受
け

付
け
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
　
早
め
に
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
は
五
月
一
日
か
ら

中
学
校
及
び
訓
練
校
は
六
月
一
日
か

ら
6

　
　
　
　
　
旭
力
丘
団
地
分

子

弓
…
　
譲
住
宅
募
集

豫
　
…
　
昭
和
四
十
九
年
度
旭
カ

ヰ
小
　
…
丘
団
地
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ

ブラ
　
…
　
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

砂
…
希
署
は
五
月
二
士
百

お
漫
　
　
ま
で
に
市
役
所
開
発
課
（

Q
融
　
　
。
．
…
　
奮
七
⊥
三
一
一
番
）
へ

は
す
…
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
で
…
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
㌧

　
　
　
　
な
お
、
説
明
会
を
五
月
十

　
　
さ
…

　
　
　
　
四
日
午
後
一
時
、
市
役
所

　
　
お
忘
れ
な
く

　
　
五
月
は
固
定
資
産
税
（
都
…

，
市
計
画
税
）
と
軽
自
動
車
税
…

…
の
納
期
で
す
。

会
議
室
で
開
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
積
立
分
譲
住
宅
三
十
五
戸

生
命
保
険
付
分
譲
住
宅
十
五
戸

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
　
内
藤
直
義
－
千

円
、
本
町
四
商
店
街
振
興
会
…
五
千

二
百
九
十
二
円
、
島
田
道
夫
（
昭
和

町
三
）
…
千
七
百
九
十
六
円
、
湯
沢

伸
二
・
－
百
円
、
松
沢
す
み
え
（
昭
和

町
一
）
五
千
円
、
前
島
興
夫
（
前
新

潟
地
方
法
務
局
十
日
町
出
張
所
長
）

…
二
万
円
、
阿
部
和
久
治
（
昭
和
町

三
）
…
三
万
円
、
春
日
市
長
（
講

師
謝
礼
）
…
五
千
円
、
竹
内
真
（
川

治
下
町
三
）
…
七
百
五
＋
円
、
宮
沢

清
（
小
黒
沢
）
…
千
円
、
信
組
十
日

町
支
店
…
七
百
円
、
市
役
所
職
員
．
：

七
百
十
円

香
典
返
し
　
佐
伯
忠
男
（
諏
訪
町
）

…
三
万
円
品
川
ト
ク
（
山
本
三
）
・
．
．

七
千
円
、
根
津
健
蔵
（
川
原
町
）
：

十
万
円
、
新
川
屋
建
設
㈱
佐
藤
一
郎

…
五
十
万
円
　
交
通
安
全
に
　
山
内

与
喜
男
（
本
町
二
）
…
五
万
円

　
市
制
施
行
二
＋
周
年
記
念
事
業

　
㈱
十
日
町
自
動
車
学
校
（
須
藤
正

男
社
長
）
…
五
十
万
円

　
青
山
茂
商
店
㈱
（
青
山
茂
社
長
）

…
五
百
万
円

　
山
火
事
に
ご
注
意

行
楽
や
山
菜
取
り
等
で
山
に
入
る
と

き
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

灘

曳
纏

湊鮮

、
ぎ
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〃
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魅
力
あ
惹
農

　
「
農
業
娠
興
地
域
整
備
計
画
」
が
五
．

月
十
三
日
付
で
き
ま
り
ま
じ
た
・

　
本
市
は
昭
和
四
十
八
年
度
に
「
農

業
振
興
地
域
」
の
指
定
を
う
け
、
そ

の
後
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
薗
を

つ
く
る
た
め
の
作
業
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

　
線
引
き
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
人

遼
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め

市
内
各
地
区
で
話
し
合
い
を
行
な
い

さ
ら
に
十
日
町
市
農
業
娠
興
地
墳
整

備
促
進
協
議
会
に
諮
問
、
、
答
申
を
得

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
県
知
事
と
の

協
議
が
と
と
の
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
十
日
町
市
の
農
業

が
今
後
す
す
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
な
か
か
ら
有
効
な
対
賃
を

た
て
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
骨
子
と
な
る
の
は
、
農
用
地

利
用
計
爾
、
生
産
基
盤
の
整
備
開
発

計
西
、
農
地
権
利
取
得
の
円
滑
化
計

百
、
亀
農
桑
近
代
化
施
設
豊
傭
計
酉
の

四
本
柱
　
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
み
な
さ
ん
に
最
も
関

係
の
あ
る
農
用
地
利
用
計
酉
等
に
つ

い
て
述
べ
る
と
ー
。

算
　
　
（

漆（

癬鷺．

略図

くくズ塩婬

安
心
し
て
農
業
を
営
む
た
め
に

　
当
市
で
も
市
街
化
の
拡
大
が
進
み

こ
の
市
街
化
の
波
は
田
ん
ぼ
や
畑
を

お
し
つ
ぶ
し
か
ね
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
．
土
地
の
ス
ブ
・
1
ル
化

や
虫
く
い
現
象
を
さ
け
て
正
し
い
農

業
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ
こ

6＆匠
鴨仁b

葬
1　　べ一

　艶
、　試

肇
4①鼻田二

歯ノ／　礫澱

飛、④～∂叛、Y感

　果樹園　，　オ

■

ろ
み
か
ら
こ
の
農
業
振
興
地
域
整
備

鮎
V　　げ
　⑤

し畑

滋麹雛磁鞠警蘇
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計
画
は
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
の
土
地
利
用
形
態
は

別
表
一
の
よ
う
に
田
ん
ぽ
が
二
千
九

百
五
す
六
か
と
全
体
の
七
九
・
二
％

畑
が
六
百
六
十
六
珍
、
十
七
・
八
男

と
九
十
七
％
が
農
地
で
し
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
優
良
農
地
を
守

り
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
行
な

う
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
農
村
づ

く
り
を
行
な
っ
て
い
こ
ろ
と
す
る
も

の
で
す
。
従
っ
て
、
将
釆
宅
地
化
、

工
業
化
等
が
見
込
ま
れ
る
地
区
で
の

農
地
は
極
力
さ
け
る
よ
う
に
し
、
今

後
と
も
安
心
し
て
農
業
を
営
め
る
よ

う
に
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
．

農用地区域（田、畑、樹園地、採草放牧地）の指定状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ha
勲棲1

農
用
地
区
域

と
よ
・

　
す

別表2補助、融資等、優遇措置の主なもの

　農用地区墳を対象とする事業　農業振興地域を対象とする事業

　農振地域の生活環境の整備

に関する事業、農産物の広域

的な流通加工の近代化に必要

な施設の整備に関する事業、

家畜の生産等に関する事業
／1）農季す基盤総，合整f繭ノ｛イロッ

　ト事業、農村総合整備モヂ
　ル事業
〔2）自然休養村の整備に係る事

　業のうち第二次農業構遣改
　善事業として実施するもの

3濃村地域工業導入特別対策

営農団土也病惹合方琶設整備

機械銀行導人に関す一る

農
関
な
施
畜
農
ト
ル
自
業
善
農
業
広
事
農
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
事

域
業
業
業

引
　
　
引

2．融資事業

（1）農林漁業金融公庫資金及び
　農業近代化資金のうち｛：地
　改良資金、農地取得資金、
　未墾地取得資金、果樹園経
　営資金、総合施設資金を除
　くもの

　
県
知
事
は
今
後
十
年
を
メ
ド
と
し

て
農
業
の
振
興
を
は
か
る
べ
き
地
域

を
農
振
地
域
に
指
定
し
ま
し
た
が
、

こ
の
範
囲
の
な
か
に
散
在
し
て
い
る

一
団
地
お
お
む
ね
二
十
診
以
上
ま
と

ま
っ
て
い
る
集
団
優
艮
農
地
を
「
農

用
地
区
域
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
区

域
の
線
引
き
は
土
地
所
有
者
や
関
係

機
関
の
意
見
を
十
分
と
り
入
れ
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
が
、
当
市
の
場

合
、
山
間
地
域
も
で
き
る
だ
け
農
用

地
区
域
と
す
る
た
め
、
同
一
水
系
、

同
一
道
路
で
連
絡
さ
れ
て
い
る
農
地

全
体
で
二
†
診
以
上
に
な
る
と
こ
ろ

を
指
定
。
さ
ら
に
既
成
田
畑
に
限
ら

ず
山
林
原
野
で
あ
っ
て
も
、
今
後
農

地
と
し
て
活
用
を
は
か
る
地
域
も
指

定
し
ま
し
た
。
　
（
略
図
ー
①
～
⑤
の

団
地
が
農
用
地
区
域
で
す
）

1．国の直轄又は補助による事

業（県、市も国に準ずる。）

（1）土地改良事業

（2）第二次農業構造改善事業

13》地域特産物農業推進事業

（4）農業機械導入利用総合調整

　事業等農業機械化の促進に

　関する事業
（5）高臼旨率集1男白勺生産糸且織育b又

　対策事業等

2．融資事業

（D土地改良資金

（2）農土也等取子尋資金、　未墾ま也耳又

　得資金
（3）果樹園経営改善資金

（4）総合施設資金のう奴11（2）及

　び（3）の資金の融通

3．税制上の優遇措置

U）譲渡所得の特別控除

（2澄録免許税の軽減

補
助
融
資
等
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す

　
国
県
市
の
補
助
融
資
事
業
等
は
農

用
地
区
域
も
し
く
は
農
振
地
域
内
を

対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
集
中
的
か
つ

優
先
的
に
投
資
が
行
な
わ
お
る
ほ
か

税
制
上
か
ら
も
優
遇
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
売
買
は
土
地
利

　
用
計
画
に
沿
っ
て
…

　
今
後
、
決
定
さ
れ
た
農
業
振
興
整

備
計
画
（
以
下
農
振
計
画
）
の
な
か

で
最
も
大
切
な
の
が
農
用
地
利
用
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
の
な
か
に
農
用

地
区
域
と
い
っ
て
今
後
お
お
む
ね
十

年
間
を
メ
ド
に
農
業
を
や
っ
て
い
く

土
地
を
は
っ
き
り
と
定
め
て
い
ま

す
。
今
後
け
農
地
専
用
の
農
用
地
区

域
と
農
業
以
外
に
転
用
で
き
る
非
農

用
地
区
域
に
区
分
さ
れ
、
農
用
地
区

域
で
は
農
地
の
売
買
は
で
き
る
が
宅

地
等
の
農
業
以
外
に
利
用
す
る
目
的

の
売
買
賃
貸
は
原
則
と
し
て
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
士
地
利
用
計

画
は
農
業
サ
イ
ド
か
ら
い
っ
て
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
：

・
農
振
法
に
つ
い
て
の
く
わ
し

…
い
こ
と
は
、
市
役
所
農
林
課

“
（
曾
七
ー
三
二
一
番
）
へ
お

…
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
“

　
市
民
憲
章
を
公
募

　
市
民
憲
章
制
定
審
議
会
（
山
内
正

豊
会
長
）
は
、
広
く
市
民
の
英
知
を

求
め
よ
う
と
市
民
憲
章
を
公
幕
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六
月
中
に
市

政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
要
項
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
◎

（第3種郵便物認可）昭和49年6月10日と劣』げ辞雪（3）

齢選懸

投
票
日
は
七
月
七
日

日
騒
霧
騰
第
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

こ
れ
か
ら
の
わ
た
く

し
た
ち
の
暮
ら
し
が

こ
の
国
政
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
わ
け
。

だ
か
ら
、
わ
た
く
し

た
ち
の
持
つ
一
票
は

自
己
の
信
念
と
信
頼

に
よ
っ
て
行
使
し
た

い
も
の
o

笥『

騒

灘
難
騰
藷

4
月
2
1
日
新
潟
県
知
事
選
挙

開
票
風
景

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
六
月
十

四
日
公
示
、
投
票
目
は
七
月
七
日
の

予
定
で
す
。

　
選
挙
は
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を
政

治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代
表

者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
．
選
挙

の
正
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

明
る
い
選
挙
で
目
分
の
一
票
を
十
分

に
考
え
抜
い
た
う
え
で
投
票
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　
麗
投
票
で
き
る
人

　
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で

　
　
　
　
　
ま
た
他
市
町
村
か
ら
転

麟
投
票
の
時
間

　　年令階層別投票率調べ，．，．一

召和47年12月衆院選　　　！’”￥
投票率8乳5％一・一’！　　　　　＼、

1〔』鴻隷1
↓

昭和49年4月知事選、投票率74，07％

70

歳
以
上

％
9
0
　
　
8
0
　
　
7
0
　
　
60
　
　
50

60
～
69
歳

50
～
5
9
畿

40
～
4
9
歳

30
～
3
9
歳

25
～
2
9
歳

23

～
24
歳

欝
～
2
2
歳

20
歳

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
投

票
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
麟
不
在
者
投
票
な
ど

　
投
票
日
の
当
日
や
む
を
得
な
い
用

務
や
旅
行
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
印
鑑
を
持
参
）
．
不
在
者
投
票
は

公
示
の
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
代

理
投
票
や
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
．

選
挙
に
つ
い
て
の
お
間
い
合
わ
せ
は

市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
ま
で
。

（
曾
七
－
三
一
一
一
番
、
有
放
五
二

五
一
五
番
）

●
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
立

　
合
演
説
会

　
と
　
ぎ
　
六
月
三
十
日
午
後
七
時

　
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

六
月
十
九
日
に
肺
耀
篇
記
念
植
樹

　
　
　
　
　
　
南
沢
団
地
に
杉
苗
七
千
五
百
本

　
こ
と
し
は
、
い
く
つ
か
の
市
制
二

十
周
年
記
念
事
業
、
行
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
六
月
十
九
日
記
念
植
樹
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
植
樹
す
る
場
所
は
市
有
林

南
沢
団
地
（
八
箇
地
区
）
で
二
・
五

参
の
面
積
に
杉
苗
七
千
五
百
本
を
植

え
る
計
画
で
す
。
二
十
周
年
記
念
と

し
て
市
有
林
に
植
樹
す
る
こ
と
は
、

市
の
基
本
財
産
を
造
成
す
る
こ
と
で

も
あ
り
、
さ
ら
に
地
域
の
造
林
推
進

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
市
農
林
課
で

は
、
立
派
な
模
範
林
に
し
た
い
と
準

備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
関
係
者
と
管
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
代
表
な
ど
約

百
二
十
人
が
参
加
し
ま
す
。
午
前
中

は
市
制
施
行
十
周
年
記
念
植
樹
林
二

瓶
団
地
（
笠
置
地
区
）
を
視
察
、
植

樹
式
は
午
後
一
時
か
ら
南
沢
団
地
で

行
な
わ
れ
、
席
上
、
市
有
林
の
管
埋

育
成
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
、
参
㎜
者
全
員
か
ら
実
際

に
植
樹
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
南
沢
団
地
は
、
桝
形
山
西
側
斜
面

に
位
置
し
て
お
り
、
す
ぐ
近
く
に
魚

沼
ス
ヵ
イ
ラ
イ
ソ
が
カ
ー
ブ
を
え
が

き
極
め
て
ち
ょ
う
望
の
よ
い
所
で

す
。
南
沢
団
地
約
八
十
六
診
の
う

ち
、
既
に
六
・
五
か
が
杣
林
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
き
り
」
と
「
山
つ
つ
じ
」
を
無
償
配
布

　
　
　
　
　
　
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
に

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
制
施
行
二

十
周
年
を
記
念
し
て
市
の
木
「
き

り
」
と
市
の
花
「
山
つ
つ
じ
」
の
苗

木
を
ど
ち
ら
か
一
本
各
家
庭
に
無
償

配
布
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
、
市
の
木
、
市
の
花
を
も
っ

と
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
植
え
る
場
所
は
、
ご
家
庭
の
庭
や

空
地
な
ど
で
結
構
で
す
。

　
近
く
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通

聚護柚に
蜷難繍簾繍
　十日町市の水道も、されいで豊かな水を送リつ

づけて満16年目をむかえました。

　給水人口も、市勢の発展とともに拡大し上水道

と簡易水道あわせて41，491人となり、普及率は全

人口に対して82．5％に達しました。

　みなさんの家庭でご利用いただく水道水は、配

水管建設工事や修繕工事、製造経費の増大などで

　1年間におよそ2億500万円の費用がかわ・ります。

　これからも、みなさんの水道を大切に見守り、

はげましていたださたいと思います，

じ
苗
木
の
希
望
を
と
り
ま
と
め
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
苗
木
の
配
布
は
、
十
一
月
上
旬
頃

の
予
定
。

　
な
お
、
市
役
所
で
は
、
苗
木
の
予

定
本
数
を
確
保
し
て
あ
り
ま
す
が
、

苗
木
生
産
の
で
ぎ
具
合
が
天
候
に
左

右
さ
れ
る
た
め
、
ご
希
望
に
応
じ
か

ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

割
当
配
布
ま
た
は
樹
種
の
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

十日町市の水道は年2回ピークがあります

一一一一日の給水量しらベー　（上水道）

　一 ・［　一　一　一　1日取水可能水量皿　　一”一　一

　　　　　　　　　4艇度1日最大
　　　　　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　し
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魅
力
あ
惹
農

　
「
農
業
娠
興
地
域
整
備
計
画
」
が
五
．

月
十
三
日
付
で
き
ま
り
ま
じ
た
・

　
本
市
は
昭
和
四
十
八
年
度
に
「
農

業
振
興
地
域
」
の
指
定
を
う
け
、
そ

の
後
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
薗
を

つ
く
る
た
め
の
作
業
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

　
線
引
き
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
人

遼
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め

市
内
各
地
区
で
話
し
合
い
を
行
な
い

さ
ら
に
十
日
町
市
農
業
娠
興
地
墳
整

備
促
進
協
議
会
に
諮
問
、
、
答
申
を
得

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
県
知
事
と
の

協
議
が
と
と
の
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
十
日
町
市
の
農
業

が
今
後
す
す
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
な
か
か
ら
有
効
な
対
賃
を

た
て
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
骨
子
と
な
る
の
は
、
農
用
地

利
用
計
爾
、
生
産
基
盤
の
整
備
開
発

計
西
、
農
地
権
利
取
得
の
円
滑
化
計

百
、
亀
農
桑
近
代
化
施
設
豊
傭
計
酉
の

四
本
柱
　
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
み
な
さ
ん
に
最
も
関

係
の
あ
る
農
用
地
利
用
計
酉
等
に
つ

い
て
述
べ
る
と
ー
。

算
　
　
（

漆（

癬鷺．

略図

くくズ塩婬

安
心
し
て
農
業
を
営
む
た
め
に

　
当
市
で
も
市
街
化
の
拡
大
が
進
み

こ
の
市
街
化
の
波
は
田
ん
ぼ
や
畑
を

お
し
つ
ぶ
し
か
ね
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
．
土
地
の
ス
ブ
・
1
ル
化

や
虫
く
い
現
象
を
さ
け
て
正
し
い
農

業
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ
こ

6＆匠
鴨仁b

葬
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　艶
、　試

肇
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飛、④～∂叛、Y感

　果樹園　，　オ

■

ろ
み
か
ら
こ
の
農
業
振
興
地
域
整
備

鮎
V　　げ
　⑤

し畑

滋麹雛磁鞠警蘇
華講曇灘薩無
　　　　　　信釦　現況：現在農用地区域の面積　　　目標：む’・り．10年後の豊甲地［く．域の面憤

計
画
は
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
の
土
地
利
用
形
態
は

別
表
一
の
よ
う
に
田
ん
ぽ
が
二
千
九

百
五
す
六
か
と
全
体
の
七
九
・
二
％

畑
が
六
百
六
十
六
珍
、
十
七
・
八
男

と
九
十
七
％
が
農
地
で
し
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
優
良
農
地
を
守

り
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
行
な

う
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
農
村
づ

く
り
を
行
な
っ
て
い
こ
ろ
と
す
る
も

の
で
す
。
従
っ
て
、
将
釆
宅
地
化
、

工
業
化
等
が
見
込
ま
れ
る
地
区
で
の

農
地
は
極
力
さ
け
る
よ
う
に
し
、
今

後
と
も
安
心
し
て
農
業
を
営
め
る
よ

う
に
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
．

農用地区域（田、畑、樹園地、採草放牧地）の指定状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ha
勲棲1

農
用
地
区
域

と
よ
・

　
す

別表2補助、融資等、優遇措置の主なもの

　農用地区墳を対象とする事業　農業振興地域を対象とする事業

　農振地域の生活環境の整備

に関する事業、農産物の広域

的な流通加工の近代化に必要

な施設の整備に関する事業、

家畜の生産等に関する事業
／1）農季す基盤総，合整f繭ノ｛イロッ

　ト事業、農村総合整備モヂ
　ル事業
〔2）自然休養村の整備に係る事

　業のうち第二次農業構遣改
　善事業として実施するもの

3濃村地域工業導入特別対策

営農団土也病惹合方琶設整備

機械銀行導人に関す一る

農
関
な
施
畜
農
ト
ル
自
業
善
農
業
広
事
農
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
事

域
業
業
業

引
　
　
引

2．融資事業

（1）農林漁業金融公庫資金及び
　農業近代化資金のうち｛：地
　改良資金、農地取得資金、
　未墾地取得資金、果樹園経
　営資金、総合施設資金を除
　くもの

　
県
知
事
は
今
後
十
年
を
メ
ド
と
し

て
農
業
の
振
興
を
は
か
る
べ
き
地
域

を
農
振
地
域
に
指
定
し
ま
し
た
が
、

こ
の
範
囲
の
な
か
に
散
在
し
て
い
る

一
団
地
お
お
む
ね
二
十
診
以
上
ま
と

ま
っ
て
い
る
集
団
優
艮
農
地
を
「
農

用
地
区
域
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
区

域
の
線
引
き
は
土
地
所
有
者
や
関
係

機
関
の
意
見
を
十
分
と
り
入
れ
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
が
、
当
市
の
場

合
、
山
間
地
域
も
で
き
る
だ
け
農
用

地
区
域
と
す
る
た
め
、
同
一
水
系
、

同
一
道
路
で
連
絡
さ
れ
て
い
る
農
地

全
体
で
二
†
診
以
上
に
な
る
と
こ
ろ

を
指
定
。
さ
ら
に
既
成
田
畑
に
限
ら

ず
山
林
原
野
で
あ
っ
て
も
、
今
後
農

地
と
し
て
活
用
を
は
か
る
地
域
も
指

定
し
ま
し
た
。
　
（
略
図
ー
①
～
⑤
の

団
地
が
農
用
地
区
域
で
す
）

1．国の直轄又は補助による事

業（県、市も国に準ずる。）

（1）土地改良事業

（2）第二次農業構造改善事業

13》地域特産物農業推進事業

（4）農業機械導入利用総合調整

　事業等農業機械化の促進に

　関する事業
（5）高臼旨率集1男白勺生産糸且織育b又

　対策事業等

2．融資事業

（D土地改良資金

（2）農土也等取子尋資金、　未墾ま也耳又

　得資金
（3）果樹園経営改善資金

（4）総合施設資金のう奴11（2）及

　び（3）の資金の融通

3．税制上の優遇措置

U）譲渡所得の特別控除

（2澄録免許税の軽減

補
助
融
資
等
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す

　
国
県
市
の
補
助
融
資
事
業
等
は
農

用
地
区
域
も
し
く
は
農
振
地
域
内
を

対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
集
中
的
か
つ

優
先
的
に
投
資
が
行
な
わ
お
る
ほ
か

税
制
上
か
ら
も
優
遇
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
売
買
は
土
地
利

　
用
計
画
に
沿
っ
て
…

　
今
後
、
決
定
さ
れ
た
農
業
振
興
整

備
計
画
（
以
下
農
振
計
画
）
の
な
か

で
最
も
大
切
な
の
が
農
用
地
利
用
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
の
な
か
に
農
用

地
区
域
と
い
っ
て
今
後
お
お
む
ね
十

年
間
を
メ
ド
に
農
業
を
や
っ
て
い
く

土
地
を
は
っ
き
り
と
定
め
て
い
ま

す
。
今
後
け
農
地
専
用
の
農
用
地
区

域
と
農
業
以
外
に
転
用
で
き
る
非
農

用
地
区
域
に
区
分
さ
れ
、
農
用
地
区

域
で
は
農
地
の
売
買
は
で
き
る
が
宅

地
等
の
農
業
以
外
に
利
用
す
る
目
的

の
売
買
賃
貸
は
原
則
と
し
て
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
士
地
利
用
計

画
は
農
業
サ
イ
ド
か
ら
い
っ
て
重
要

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
：

・
農
振
法
に
つ
い
て
の
く
わ
し

…
い
こ
と
は
、
市
役
所
農
林
課

“
（
曾
七
ー
三
二
一
番
）
へ
お

…
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
“

　
市
民
憲
章
を
公
募

　
市
民
憲
章
制
定
審
議
会
（
山
内
正

豊
会
長
）
は
、
広
く
市
民
の
英
知
を

求
め
よ
う
と
市
民
憲
章
を
公
幕
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六
月
中
に
市

政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
要
項
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
◎

（第3種郵便物認可）昭和49年6月10日と劣』げ辞雪（3）

齢選懸

投
票
日
は
七
月
七
日

日
騒
霧
騰
第
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

こ
れ
か
ら
の
わ
た
く

し
た
ち
の
暮
ら
し
が

こ
の
国
政
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
わ
け
。

だ
か
ら
、
わ
た
く
し

た
ち
の
持
つ
一
票
は

自
己
の
信
念
と
信
頼

に
よ
っ
て
行
使
し
た

い
も
の
o

笥『

騒

灘
難
騰
藷

4
月
2
1
日
新
潟
県
知
事
選
挙

開
票
風
景

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
六
月
十

四
日
公
示
、
投
票
目
は
七
月
七
日
の

予
定
で
す
。

　
選
挙
は
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を
政

治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代
表

者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
．
選
挙

の
正
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

明
る
い
選
挙
で
目
分
の
一
票
を
十
分

に
考
え
抜
い
た
う
え
で
投
票
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　
麗
投
票
で
き
る
人

　
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で

　
　
　
　
　
ま
た
他
市
町
村
か
ら
転

麟
投
票
の
時
間

　　年令階層別投票率調べ，．，．一

召和47年12月衆院選　　　！’”￥
投票率8乳5％一・一’！　　　　　＼、

1〔』鴻隷1
↓

昭和49年4月知事選、投票率74，07％

70

歳
以
上

％
9
0
　
　
8
0
　
　
7
0
　
　
60
　
　
50

60
～
69
歳

50
～
5
9
畿

40
～
4
9
歳

30
～
3
9
歳

25
～
2
9
歳

23

～
24
歳

欝
～
2
2
歳

20
歳

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
投

票
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
麟
不
在
者
投
票
な
ど

　
投
票
日
の
当
日
や
む
を
得
な
い
用

務
や
旅
行
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
印
鑑
を
持
参
）
．
不
在
者
投
票
は

公
示
の
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
代

理
投
票
や
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
．

選
挙
に
つ
い
て
の
お
間
い
合
わ
せ
は

市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
ま
で
。

（
曾
七
－
三
一
一
一
番
、
有
放
五
二

五
一
五
番
）

●
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
立

　
合
演
説
会

　
と
　
ぎ
　
六
月
三
十
日
午
後
七
時

　
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

六
月
十
九
日
に
肺
耀
篇
記
念
植
樹

　
　
　
　
　
　
南
沢
団
地
に
杉
苗
七
千
五
百
本

　
こ
と
し
は
、
い
く
つ
か
の
市
制
二

十
周
年
記
念
事
業
、
行
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
六
月
十
九
日
記
念
植
樹
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
植
樹
す
る
場
所
は
市
有
林

南
沢
団
地
（
八
箇
地
区
）
で
二
・
五

参
の
面
積
に
杉
苗
七
千
五
百
本
を
植

え
る
計
画
で
す
。
二
十
周
年
記
念
と

し
て
市
有
林
に
植
樹
す
る
こ
と
は
、

市
の
基
本
財
産
を
造
成
す
る
こ
と
で

も
あ
り
、
さ
ら
に
地
域
の
造
林
推
進

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
市
農
林
課
で

は
、
立
派
な
模
範
林
に
し
た
い
と
準

備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
関
係
者
と
管
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
代
表
な
ど
約

百
二
十
人
が
参
加
し
ま
す
。
午
前
中

は
市
制
施
行
十
周
年
記
念
植
樹
林
二

瓶
団
地
（
笠
置
地
区
）
を
視
察
、
植

樹
式
は
午
後
一
時
か
ら
南
沢
団
地
で

行
な
わ
れ
、
席
上
、
市
有
林
の
管
埋

育
成
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
、
参
㎜
者
全
員
か
ら
実
際

に
植
樹
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
南
沢
団
地
は
、
桝
形
山
西
側
斜
面

に
位
置
し
て
お
り
、
す
ぐ
近
く
に
魚

沼
ス
ヵ
イ
ラ
イ
ソ
が
カ
ー
ブ
を
え
が

き
極
め
て
ち
ょ
う
望
の
よ
い
所
で

す
。
南
沢
団
地
約
八
十
六
診
の
う

ち
、
既
に
六
・
五
か
が
杣
林
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
き
り
」
と
「
山
つ
つ
じ
」
を
無
償
配
布

　
　
　
　
　
　
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
に

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
制
施
行
二

十
周
年
を
記
念
し
て
市
の
木
「
き

り
」
と
市
の
花
「
山
つ
つ
じ
」
の
苗

木
を
ど
ち
ら
か
一
本
各
家
庭
に
無
償

配
布
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
、
市
の
木
、
市
の
花
を
も
っ

と
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
植
え
る
場
所
は
、
ご
家
庭
の
庭
や

空
地
な
ど
で
結
構
で
す
。

　
近
く
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通

聚護柚に
蜷難繍簾繍
　十日町市の水道も、されいで豊かな水を送リつ

づけて満16年目をむかえました。

　給水人口も、市勢の発展とともに拡大し上水道

と簡易水道あわせて41，491人となり、普及率は全

人口に対して82．5％に達しました。

　みなさんの家庭でご利用いただく水道水は、配

水管建設工事や修繕工事、製造経費の増大などで

　1年間におよそ2億500万円の費用がかわ・ります。

　これからも、みなさんの水道を大切に見守り、

はげましていたださたいと思います，

じ
苗
木
の
希
望
を
と
り
ま
と
め
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
苗
木
の
配
布
は
、
十
一
月
上
旬
頃

の
予
定
。

　
な
お
、
市
役
所
で
は
、
苗
木
の
予

定
本
数
を
確
保
し
て
あ
り
ま
す
が
、

苗
木
生
産
の
で
ぎ
具
合
が
天
候
に
左

右
さ
れ
る
た
め
、
ご
希
望
に
応
じ
か

ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

割
当
配
布
ま
た
は
樹
種
の
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

十日町市の水道は年2回ピークがあります

一一一一日の給水量しらベー　（上水道）

　一 ・［　一　一　一　1日取水可能水量皿　　一”一　一

　　　　　　　　　4艇度1日最大
　　　　　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　し

《》業
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工
場
敷
地
に
も
っ
と
緑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
立
地
法
が
施
行

　
周
囲
を
緑
に
囲
ま
れ
、
並
木
道
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

芝
生
の
広
場
の
一
角
に
工
場
が
建
設

さ
れ
て
い
る
ー
。
こ
ん
な
環
境
で
気

持
よ
く
働
け
る
よ
う
、
一
定
規
模
以

上
の
工
場
を
新
増
設
す
る
場
合
、
緑

地
等
の
環
境
施
設
計
画
を
事
前
に
県

知
事
に
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
た
工

場
立
地
法
が
こ
の
ほ
ど
施
行
江
れ
ま

し
た
。

　
対
象
工
場
等
は
製
造
業
、
電
気
供

給
業
、
ガ
ス
供
給
業
、
熱
供
給
業
な

ど
の
工
場
で
、
そ
の
規
模
が
敷
地
面

積
九
千
平
方
材
以
上
か
建
築
物
の
建

築
面
積
の
合
計
が
三
千
平
方
㌶
以
上

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
対

嫁
肌
謡
露
蜴

b
。
徽

　
　
　
ア
ル
カ
リ
性
食
品
で
あ
り

♂
　
　
タ
ン
パ
ク
質
、
乳
脂
肪
、
ビ
タ

　
　
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
源
と
し

　
　
て
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
○
牛
乳
と
加
工
乳
の
ち
が
い

　
　
　
牛
乳
か
ら
し
ぽ
っ
た
生
乳

◎　　
を
均
質
化
し
、
加
熱
殺
蔭
し

　
　
た
も
の
が
牛
乳
で
す
。

　
　
加
工
乳
の
方
は
、
生
乳
が
主

譲
擁

色

磯 象
に
な
り
ま
す
．

費
届
出
の
窓
ロ
は
新
潟
県
企
画
調
整

部
積
雪
地
域
振
興
課
で
す
。
手
続
き

等
は
市
役
所
開
発
課
に
ご
相
談
～
だ

さ
い
。
　
　
標
語
を
募
集

　
　
　
　
住
み
郷
十
日
町
分
会
で

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
閃

分
会
（
山
内
正
豊
会
長
）
は
、
河
川

美
化
運
動
や
健
康
教
室
、
衛
生
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
衛
生
的
な
街
づ
く
り

に
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
　
「
川
や

街
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」
の
標
語

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
し
。

　
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
標
語
一
編
を
記
入
し
、

六
月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
環
境
課

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
入
選
者
に

　
は
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

西田川橋を建設
　現在本町西線の延長工事が進められ、

このほど、工事のポイントとなる西田川

橋（長さ37㍍、幅員7．5㍍）の架橋工事に着

手しました。これが完成しますと国道の

田川橋かけかえ工事が開始されます。

　通行規制のおしらせ
　6月25日から国道田川橋かけかえ工事

のため自転車、徒歩以外通行できません。

　主要迂回路は四日町新田（トヨタ自動

車わき）一西田川橋～本町西線です・

　ご協力をお願いします。

　　　　〆〆　　　　　　　！
〆r，κ研〆ノド』　　鐘　、一

織
物
撚
糸
等
の
電
気
税
を
軽
減

　
税
法
が
改
正
さ
れ
、
つ
ぎ
の
と
お

り
電
気
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
、
該
当

者
は
市
役
所
税
務
課
（
曾
七
i
三
一

二
番
）
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

期
目
は
六
月
か
ら
明
年
五
月
ま
で

（
一
般
の
場
合
は
電
気
料
の
六
％
が

電
気
税
で
す
。
）

　
一
、
綿
、
合
繊
に
よ
る
紡
績
糸
、

織
物
撚
糸
の
製
造
に
直
接
使
用
す
る

場
合
の
電
気
税
は
電
気
料
金
の
二
％

　
二
、
毛
に
よ
る
紡
績
糸
、
織
物
、

撚
糸
の
製
造
に
直
接
使
用
す
る
電
気

税
は
電
気
料
金
の
四
％
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市
民
税
法
人
分
の
税
率
が

　
か
わ
り
ま
し
た

　
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

一
〇
・
七
％
の
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
が
一
四
・
五
％
に
変
吏
。
実
施

は
こ
と
し
の
五
月
決
算
分
（
し
月
申

告
分
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
被
災
者
に
市
税
の
減
免
が

　
あ
り
ま
す

　
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
被
災
者
で

生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
市
税

の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

・
響
辱
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・
入躍
隆
モ脚
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ト
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ヤ

　
　
シ
　
、
、
一
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胃

秘
、

一
皮
に
　
嘱

食
パ
き
い

な
u
わ
よ

ゑ
継
較
紬

　
，
　
　
々

や
よ
り
4

へ
弓
な
が

牝
に
翁
ビ
伊

生
洗
》
う
穏
り
イ

（

一

至
　
　
　
　
㌧
い

　
　
無
＼

論
饗
．
脳～

　
　
　
、
C
蚤

豊．

、

覧
て
を
1
催
“
ノ

；
ぢ
の
卵

中
に
穐
丁

駐
厩
．

鮮
工
鉦
2

　
　
　
　
　
ρ

　
　
誕
、

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
を
減
免

　
療
育
手
帳
の
所
持
者
の
所
有
ま
た

は
そ
の
人
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

軽
自
動
車
税
が
こ
と
し
か
ら
減
免
さ

れ
ま
す
。
該
当
者
は
お
早
め
に
市
役

所
税
務
課
に
申
告
し
て
く
が
さ
い
。

　
　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
と
応
募
資
格

▽
L
級
職
…
一
般
行
政

　
大
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）
で
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

以
降
出
生
の
男
子
四
名
程
度

▽
中
級
職
…
保
母

　
保
母
資
格
者
（
明
年
三
月
資
格
取

得
見
込
者
を
含
む
）
で
昭
和
十
九
年

四
月
二
日
以
降
出
生
の
者
五
名
程
度

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
四
十
九
年
↑
月
十
三
日
市
役

所
で
。
　
（
時
間
等
は
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
）

　
受
験
の
申
し
込
み

　
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙
は

総
務
課
に
）
、
最
終
卒
業
学
校
の
成

績
証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）
を

六
月
二
十
四
口
か
ら
七
月
五
日
午
後

五
時
ま
で
に
、
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
点
は
市
役
所
総
務

課
（
曾
七
i
三
一
二
番
）
へ
．

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
昭
和
四
十
九
年
度
成
人
者
一
同
・
－

愛
宕
山
公
園
の
施
設
に
と
一
万
九
千

九
百
十
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
事
業

▽
森
繁
久
弥
記
念
讃
演
主
催
者
代
表

十
目
町
ラ
イ
オ
ソ
ズ
ク
ラ
ブ
…
茶
わ

ん
七
十
個
▽
田
中
伊
作
…
二
千
円
▽

金
沢
久
（
峠
）
ケ
ガ
見
舞
お
礼
…
二

万
円
▽
小
島
靖
久
（
本
町
二
）
香
典

返
し
…
二
十
万
円
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査

　
を
実
施

　
七
月
一
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基

本
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
当
市
は

つ
ぎ
の
地
区
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
調
査
員
名
…
カ
ッ
コ
内
は
担
当
区

　
若
井
新
助
（
田
川
町
三
）
田
口
勝

（
駅
通
り
）
阿
部
重
吉
（
春
日
町

三
）
須
藤
彦
四
郎
（
谷
内
丑
一
）
高

橋
秀
雄
（
城
之
古
二
）
丸
山
富
士
郎

（
四
日
町
新
田
四
）
池
田
一
雄
（
梅

沢
）
小
林
鉄
雄
（
野
田
蟹
沢
）

　
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
で

　
　
　
　
健
康
な
毎
日
を

　
市
教
委
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
一

般
市
民
を
対
象
に
早
朝
マ
ラ
ソ
ソ
を

は
じ
め
ま
し
た
。
期
日
は
六
月
か
ら

八
月
ま
で
毎
週
木
曜
日
（
雨
天
中

止
）
で
す
．
い
ず
れ
も
、
午
前
五
時

三
十
分
ま
で
に
市
役
所
前
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。
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　吉田中学校（池田周一校長）のプール新設工事は7月

20日完成目標に急ピッチに進められています・

　吉田中学校は、いままで市民プールを利用していま

したが、この夏は自分達のプール（規模13椛×25m・コ

ンクリート組立式）で、思いっきり泳ぎたいと楽しみに

しています。

　◎市民プールは7月14日に開場します・ご利用ください・

　　　　　ノ

7蕩
　　□213号□

■市勢／人ロ＿・50，267人（男24，317人・女25，950人）／世帯数一11・370／面積…211・44K㎡（6月旧現在


